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ラッセル・インベストメントがアジア太平洋地域において 
インプリメンテーション・サービスを拡大 
～東京にエグゼクティブ･ディレクターを配置～ 

ラッセル・インベストメント（本社：米国ワシントン州タコマ市）は、ラッセル・インベストメント・サービス エグゼ

クティブ・ディレクター、アジア太平洋地域担当にジョン･ムーアを任命いたしました。これに伴い、ムーアは東

京に居を移し、日本を含むアジア太平洋地域におけるインプリメンテーション・サービスのビジネス構築および

開発を統括いたします。 

インプリメンテーション・サービスは、オーバーレイ・サービス、トランジション・マネジメント、ポートフォリオ･ソ

リューション、キャッシュ運用、エージェンシー為替取引、コミッション･リキャプチャーを含む、ポリシー・インプリ

メンテーションの改善のため、お客様のニーズにあわせてカスタマイズした投資ソリューションを提供するサー

ビスです1。 

「過去 4 年間にわたり、ムーアはシドニーを拠点に、アジア太平洋地域でインプリメンテーション・サービス

のビジネス構築と開発を率いてきました。日本を含めたアジア太平洋地域を統括することにより、アジア太平

洋地域チームの専門スキルを最大限に活用し、適切な人材とサービス・ラインナップで地域全体を網羅するこ

とが可能になります」とラッセル･インベストメント・サービス ビジネス･グロース＆ディベロップメント、マネージン

グ ディレクターのデイビット・ローゼンバーグは述べています。 

ムーアは、日本を含めたアジア太平洋地域の統括や日本でインプリメンテーション･サービスのビジネスを

成長させる機会を得たことについて、これから取り組まねばならない課題も含めて楽しみにしていると述べて

います。また、日本の年金市場は、世界第 2 位の規模であり、現在の日本の市場構造と今後 2 年間で予定さ

れている法改正等を鑑みたとき、日本を含めたアジア太平洋地域でサービスを提供することで、多くのビジネ

スチャンスを呼び込む事ができると考えている、とも述べています。  

ムーアは、インプリメンテーション･サービスのビジネス構築および開発のほかに、ラッセル（日本）のリー

ダーシップ・チームのメンバーとして、代表取締役社長兼 CEO であるブルース・フラームの補佐としての役割

も担います。 

                                                      
1 これらのサービスは、米国の公認ブローカー／ディーラーおよび NASD（全米証券業協会）と SIPC（米証券投資者保護公社）の会員である、ラッセ

ル・インプリメンテーション・サービシーズ・インクを通して提供されます。 



 

 

今年 5 月にラッセル（米国）の社長兼 CEO であるアンドリュー・ドーマンは以下の 5 つの新しいグローバル

のサービスラインを発表いたしました。 

• コンサルティング・サービス 

• 確定給付年金／確定拠出年金アウトソーシング 

• OpenWorld®2 

• リテール 

• ラッセル･インベストメント･サービス（RIS） 

 

これらのグローバル･サービスラインは、複数地域のビジネス部門をサービスラインごとに統括することで、グ

ローバル リソースの有効活用を進め、さらなる運用商品およびサービスの向上を目指し組織されました。 

ムーアは、2000 年にラッセル（米国）に入社し、グローバル・ポートフォリオ・トランジション・チームでシニア・

ポートフォリオ・マネージャーを務めました。2005 年にシドニーへ異動した後は、オーストラレーシアのディレク

ターとして同地域のインプリメンテーション･サービスを統括いたしました。ラッセルに入社する以前は、サウス

カロライナ大学にて MBA を修得しています。ムーアは 1990 年から 1999 年までの 8 年以上を日本で過ごし

ました。 
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ラッセル・インベストメントについて 

ラッセル・インベストメントは、現在世界 46 カ国において、年金、金融機関および個人投資家など様々な投資家の皆様を

対象に総合的な資産運用ソリューションを提供しています。グローバルに行う運用会社調査をもとに、資産運用、オルタ

ナティブ投資、確定拠出年金サービス、資産運用コンサルティング、売買執行管理、株式インデックスの開発など幅広く

業務を行っており、現在当グループが提供するファンドの運用資産総額は約 15 兆円※となっています。グループの創立は

1936 年。米国ワシントン州タコマを本拠地とし、米国最大手の個人生命保険会社であるノースウェスタン・ミューチュア

ル・ライフ・インシュアランスの子会社です。 

日本においては 1986 年に東京オフィスを開設。現在、ラッセル・インベストメント株式会社を通じて各種サービスを提供

しています。詳しくは www.russell.com/jpii をご覧ください。 

（※ 2009 年 6 月末現在） 
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2 http://www.openworldinvesting.com  


